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有限責任パートナーズ綜合監査法人 
 

 

  



2024年８月 30日作成（公衆縦覧の開始日） 

監査法人名  有限責任パートナーズ綜合監査法人 

所 在 地  東京都中央区日本橋 3-8-4 日本橋さくら通り

ビル 4階 

代 表 者  代表社員 髙𣘺 篤史 

 

 

一．業務の概況 
１．監査法人の目的及び沿革 
・当監査法人の目的 

定款に記載した当法人の目的は次のとおりです。 

（1）財務書類の監査又は証明の業務 

（2）財務書類の調製、財務に関する調査若しくは立案又は財務に関する相談の業務 

 

・当監査法人の沿革 

当法人の沿革は、次のとおりです。 

2013年11月 東京都中央区京橋にパートナーズＳＧ監査法人を設立 

2020年10月 東京都中央区日本橋２丁目に事務所を移転 

2022年12月 有限責任監査法人へ移行し、法人名称を「有限責任パートナーズ綜合

監査法人（英文名称はPartners General LLC）」に変更 

2023年 11月 東京都中央区日本橋３丁目に事務所を移転 

 

２．無限責任監査法人又は有限責任監査法人のいずれであるかの別 

当監査法人は、公認会計士法第１条の３第４項に規定する有限責任監査法人です。 

 

 

３．業務の内容 
(1)業務概要 

当法人は、金融商品取引法に基づく監査や会社法に基づく監査、その他の法定監査

の提供を行っております。また、新規上場のための準金融商品取引法監査を実施して

おります。当年度末の被監査業務会社数は、前年度末と比較して８社増加し、28社

となりました。当期は、設立 11期目にあたり監査業務収入が、478,104千円となり

ました。 

非監査業務については、監査業務の品質向上に資すると判断する業務は、人的資源

とのバランスを考慮したうえで受嘱する方針としております。なお、監査契約の受嘱

を決定する前に実施している予備調査及び期首残高調査、並びに監査人の交代のため

の引継については、非監査業務として区分しております。当年度において、非監査証

明業務を提供した会社数は 28社、当該業務にかかる収入は 58,041千円となりまし

た。なお、監査契約の受嘱を決定する前に実施している予備調査及び期首残高調査、

並びに監査人の交代のための引継については、対象会社が 18社、売上高は 40,715千

円となりました。 

 

(2)新たに開始した業務その他の重要な事項 

該当事項はありません。  



(3)監査証明業務の状況 

※2024年６月 30 日現在 

（会計年度末日） 

種別 

被監査会社等の数 

総数 内大会社等の数 

①金商法・会社法監査 ６社 ６社 

②金商法監査 ０社 ０社 

③会社法監査 ７社 ０社 

④学校法人監査 ０社 ０社 

⑤労働組合監査 ０社 ０社 

⑥その他の法定監査 ２社 ０社 

⑦その他の任意監査 13社 ０社 

計 28社 ６社 

 

 

(4)非監査証明業務の状況 

区分 対象会社等数 業務内容 備考 

大会社等 ２社 監査人交代のための

引継ぎ業務 

 

その他の会

社等 

26社 調査報告業務など 内、監査受嘱のための予備調

査・期首残高調査、監査人の

交代のための引継ぎは16社 

 

 

４．業務管理体制の整備及び業務の運営の状況 

(1)業務の執行の適正を確保するための措置 

① 経営の基本方針 

当法人は、「監査を通じて経済社会の持続的成長に貢献する」ことを経営理

念とし、「高品質の監査及び会計サービスを提供すること」及び「約束を守る

組織風土を醸成し、充実した業務を行う職場環境を提供すること」をコミッ

トメントとして掲げ、経営を行っております。 

 

② 経営管理に関する措置 

当法人の経営に関する重要な事項については、社員全員により構成される

社員総会または経営会議で審議決定することを、基本規程において定めてお

ります。 

 

③ 法令遵守に関する措置 



当法人は、公認会計士法等の法令等を遵守することを、「監査の品質管理規

程」等において義務付けています。また、弁護士と顧問契約を締結してお

り、必要に応じて法律相談を行うことができる体制を整備しております。 

 

(2)業務の品質の管理の方針の策定及びその実施に関する措置 

① 業務に関する職業倫理の遵守及び独立性の保持 

職業倫理の遵守及び独立性の保持のための方針及び手続を「監査の品質管

理規程」等に定め、運用しております。当該方針及び手続には、専門要員及

びその他必要と認められる従業者に対して、年次でチェックリストを用いた

調査を実施すること、報酬依存度について月次でのモニタリングを実施する

こと等を含んでおります。 

 

② 業務に係る契約の締結及び更新 

契約の新規の締結及び更新のための方針及び手続を「監査の品質管理規

程」等に定め、契約締結の適否を判断しています。監査契約の新規の締結に

ついては経営会議における承認を要するものとし、監査契約の更新について

は、被監査会社の属性に応じた承認権限を設定しております。 

 

③ 業務を担当する社員その他の者の選任 

業務を担当する社員については、経営会議において承認されたローテーシ

ョン計画に従って指定しております。ローテーション計画の策定において

は、独立性に関する規定を遵守する他、社員の担当社数、能力及び経験等を

踏まえて行っております。また、監査補助者の選任に際しては、専門要員の

属性、能力及び経験等に応じて適切な監査チームの組成ができるよう、アサ

イン管理担当がアサインの管理を行っております。 

 

④ 人材、情報通信技術その他の業務の運営に関する資源の取得又は開発、維持

及び配分 

ア．社員の報酬の決定に関する事項 

社員の報酬の決定については、社員総会の決議をもって行うことと基本規

程類において定めており、社員総会において、最高経営責任者に一任するこ

とを決議しております。また、社員相互における評価を実施しております。 

 

イ．社員及び使用人その他の従業者の研修に関する事項 

「監査の品質管理規程」等において、全ての専門職員が継続的な研修を受

けることの必要性を強調し、必要な研修の機会を提供することとしていま

す。具体的には、品質管理において各人の属性に応じて必要な研修を計画

し、受講記録の管理を行っております。 

 

ウ．その他 

契約の新規締結及び更新、業務における状況が変化した場合には、アサイ

ン管理担当と連携し、必要な補助者の選任を行う旨を「管理ルール」におい

て定め、運用しております。 

 

⑤ 業務の実施及びその審査 

ア．専門的な見解の問合せ 



「監査の品質管理規程」等において、専門性が高く、判断に困難が伴う重

要な事項や見解が定まっていない事項に関して、適切に専門的な見解の問合

せを実施すること、問い合わせが必須となる事項や、その方針及び手続につ

いて定め、運用しております。問い合わせ先は、各種専門的な知見が高いと

認められるメンバーを選出し、経営会議において承認されたチームによって

対応を行っております。 

 

イ．監査上の判断の相違の解決 

「監査の品質管理規程」等において、監査チーム内、監査チームと専門的

な見解の問合せの助言者との間、又は、監査責任者と審査担当者との間に監

査上の判断の相違が生じる場合、監査責任者又は品質管理責任者は、監査上

の判断の相違を解決するための適切な措置を取る必要があり、監査上の判断

の相違が解決しない限り、監査報告書を発行してはならない旨などを定めて

おります。 

 

ウ．監査証明業務に係る審査 

基本規程や「監査の品質管理規程」等において、一部の例外を除き全ての

監査業務について監査計画及び監査意見形成のための監査業務に係る審査を

行う旨を定めております。また、審査様式を規定し、審査の割当や時期に関

する規定を定め、運用しております。 

 

エ．監査ファイルの電子化その他の監査調書の不適切な変更を防止するために行

っている監査調書の管理及び保存に関する体制の整備状況 

「監査の品質管理規程」等において、監査調書は原則として電子監査調書

システムを用いて作成する必要があること、紙面によって作成した監査調書

がある場合には、監査ファイルの最終的な整理後に速やかに外部倉庫に移管

し、監査チームのアクセスを禁止すること、電子監査調書システムを用いて

作成された監査調書については、監査ファイルの最終的な整理後に品質管理

のみがアクセス可能な社内サーバー内に保管を行い、監査チームのアクセス

を禁止すること等を規定し、運用しております。 

 

オ．その他 

監査業務の実施に当たって必要となる各方針及び手続を「監査ガイド」に

規定し、運用を行っております。 

 

⑥ 業務に関する情報の収集及び伝達 

「監査の品質管理規程」等において、業務に関する情報の収集及び伝達に

ついては、品質管理責任者が適時にその内容を把握し、必要に応じて規程類

の改訂や、研修の実施、情報の発信を行うこと等を定め、運用しておりま

す。また、監査役等への品質管理システムの伝達や、その他監査事務所とし

ての情報開示に関する方針及び手続について、同規程等において定め、運用

しております。なお、公認会計士法施行規則第 95条及び第 96 条に基づく情

報の開示については、翌期を対象とする事業年度より実施致します。 

 

⑦ 前任及び後任の公認会計士又は監査法人との間の業務の引継ぎ 



監査事務所間の引継ぎに関する方針及び手続を、「監査の品質管理規程」にお

いて定め運用しており、関連する監査基準報告書に基づいて適切な引継ぎを実

施する体制を構築しております。 

 

⑧ ①から⑦までに掲げる事項についての責任者の選任並びにその役割及び責任

の明確化 

①から⑦に掲げる事項についての責任者の選任並びにその役割及び責任につ

いては、基本規程、職務権限表、その他の規程類において明らかにしており、

責任者の選任は経営会議において行っております。なお、当法人においては①

品質管理システムに関する最高責任、②品質管理システムの整備及び運用に関

する責任、③モニタリング及び改善プロセスの運用に関する責任について、品

質管理責任者に割り当てており、品質管理責任者は各役割を適切に遂行し、説

明する責任を有しております。 

 

⑨ ①から⑧までに掲げる事項についての目標の設定、当該目標の達成を阻害す

る可能性のある事象（以下「リスク」という。）の識別及び評価並びに当該リ

スクに対処するための方針の策定及び実施 

①から⑧までに掲げる事項についての目標の設定、リスクの識別及び評価並

びに当該リスクに対処するための方針の策定及び実施については、「監査の品

質管理規程」において、経営会議にて適宜実施する旨を定め、運用しておりま

す。 

 

⑩ ①から⑧までに掲げる事項についての実施状況の把握（以下「モニタリン

グ」という。）及び当該モニタリングを踏まえた改善 

①から⑧までに掲げる事項についてのモニタリング及び当該モニタリング

を踏まえた改善活動については、品質管理責任者及びモニタリング及び改善

プロセスの運用についての担当者が実施する旨を、「監査の品質管理規程」に

おいて定めております。なお、2021 年に改訂された「監査の品質管理基準」

等に基づくモニタリング及び改善プロセスの実施は、翌期からとなります。 

 

(3)公認会計士である社員以外の者が公認会計士である社員の監査証明業務の執行

に不当な影響を及ぼすことを排除するための措置 

当法人の社員は全員公認会計士であり、基本規程において、代表社員は公認

会計士である社員から選任することや、社員総会及び経営会議においては社員の

みが議決権を有していることを定め、運用しております。 

 

(4)直近において日本公認会計士協会の調査（公認会計士法第 46 条の９の２第１

項の規定による調査（品質管理レビュー））を受けた年月 

 

2022年９月 

 

(5)業務の品質の管理の方針の策定及びその実施に関する措置について監査法人を

代表して責任を有する社員一名による当該措置が適正であることの確認 

当法人の最高経営責任者髙橋篤史は、当法人の第 11期（自 2023年７月１日 

至 2024年６月 30日）の業務の品質の管理の方針の策定及びその実施に関する措

置が適正であることを、2024年 7月 25日の経営会議における報告において確認

しております。 



５．公認会計士（大会社等の財務書類について監査証明業務を行ったもの又は登録

上場会社等監査人であるものに限る。）又は他の監査法人との業務上の提携（法

第 24 条の４又は第 34条の 34 の 13に規定する業務を公認会計士と共同して行

うことを含む。）に関する事項 
(1)当該業務上の提携を行う当該公認会計士又は他の監査法人の氏名又は名称 

当法人は、他の公認会計士及び監査法人と業務提携を行っていません。 

 

６．外国監査事務所等（外国の法令に準拠し、外国において、他人の求めに応じ報

酬を得て、財務書類の監査又は証明をすることを業とする者）との業務上の提

携に関する事項 

(1)当該業務上の提携を行う外国監査事務所等の商号又は名称 

当法人は、外国監査事務所等と業務提携を行っていません。 

 

 

二．社員の概況 
１．社員の数 

公認会計士 特定社員 合計 

11人 ０人 11人 

 

２．重要な事項に関する意思決定を行う合議体の構成 

合議体の名称 合議体の目的 

合議体の構成 

公認会計士 特定社員 計 

社員総会・ 

経営会議 

法令及び定款に定

める事項、その他

経営に関する重要

事項の審議決定及

び報告 

11人 ０人 11人 

 

 

三．事務所の概況 

名称 所在地 

当該事務所に勤務する者の数 

社員 公認会計士

である使用

人の数 公認会計士 特定社員 計 

(主) 

東京事務所 

東京都中央区日本橋三丁目

8 番 4号 日本橋さくら通

りビル 4階 

11人 ０人 11 人 10人 

(従)      

 



四．監査法人の組織の概要 

 
 

 

五．財産の概況 
１．売上高の総額 

（単位：千円） 

 第 10年度 

2022年７月１日～ 

2023年６月 30日 

第 11年度 

2023年７月１日～ 

2024年６月 30日 

売上高 

 

監査証明業務 

非監査証明業務 

 

 

272,804  

101,416 

 

 

478,104 

58,041 

 

 

合 計 374,221  536,145  

※ なお、監査契約の受嘱を決定する前に実施している予備調査及び期首残高調

査、並びに監査人の交代のための引継については、非監査業務として区分し

ており、売上高は 40,715千円となります。 

 

 

２．直近の二会計年度の計算書類 
※ 添付を参照。 

 

 

３．２．に掲げる計算書類に係る監査報告書 

該当ありません。 
 

 

 

 

 

社員総会

経営会議

最高経営責任者

監査事業部 品質管理 管理部



４．供託金等の額 
（単位：千円） 

公認会計士法施行令第 25 条に規定す

る供託金の額 

 

11,000 

供託所へ供託した供託金の額（金銭及

び有価証券の額） 

 

11,000 

保証委託契約の契約金額 ― 

有限責任監査法人責任保険契約の塡補

限度額（１事故／期間中） 

1,000,000／ 

2,000,000 

 

 

５．供託金の全部又は一部を代替している有限責任監査法人責任保険契約の内容 

引受けを行う

者の商号又は

名称 
保険の種類 契約年月日 

保険金の額 
（塡補限度額） 

（１事故／期間

中） 

東京海上日動

火災保険株式

会社 

公認会計士職

業賠償責任保

険（有限責任

監査法人用） 

 

2022年 10月 17日 

 

1,000,000／ 

2,000,000 

 

 

六．被監査会社等（大会社等に限る。）の名称 
株式会社 HANATOUR JAPAN、株式会社コレック、株式会社 NEXYZ.Group、株式会社ブラ

ンジスタ、日本モーゲージサービス株式会社、株式会社スペースマーケット 

計 ６ 社 

 

 
 



決算報告書

第 11 期

自　 2023年07月01日

至　 2024年06月30日

有限責任パートナーズ綜合監査法人

東京都中央区日本橋3-8-4

日本橋さくら通りビル4階



預金
業務未収金
貯蔵品
立替金
前払費用
未収収益

105,523

建物及び構築物
工具器具備品
建設仮勘定
一括償却資産
減価償却累計額

差入保証金
長期前払費用

37,115

142,638

2024年06月30日現在

貸借対照表

45,423

有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

資産の部
Ⅰ 流動資産

49,589

81
237

  1. 有形固定資産

2,096
8,095

流動資産合計
Ⅱ 固定資産

10,814
11,772

  2. 無形固定資産

360
6,062

△ 3,484
有形固定資産合計 25,525

589

  3. 投資その他の資産
11,000

投資その他資産 11,589
固定資産合計

  Ⅲ 繰延資産
資産合計

2



未払金
関係会社未払金
未払法人税等
未払消費税
未払費用
預り金
賞与引当金
その他 仮受金

127,200

 資本金

 繰越利益剰余金

15,437

15,437
142,638

2024年06月30日現在

貸借対照表

180

有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

負債の部
Ⅰ 流動負債

13,911
70,099

Ⅱ 固定負債

13,846
7,482

18,313

99
3,269

流動負債合計

資本金合計 31,000

純資産の部
Ⅰ社員資本
  1.資本金

31,000

  2.資本剰余金
  3.利益剰余金
   （1）利益準備金
   （2）その他利益剰余金

△ 15,562
利益剰余金合計 △ 15,562
社員資本合計

Ⅱ評価・換算差額等
純資産合計

負債純資産合計

3



536,145

86,283
449,862

453,710
△ 3,847

雑収入
40

雑損失
3,546

△ 7,354

2,738
△ 10,092

180
△ 10,272

損益計算書
自　 2023年07月01日

売上高合計

至　 2024年06月30日
有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

Ⅰ  売上高

Ⅱ  売上原価
売上原価
売上総利益

Ⅲ  販売費及び一般管理費
販売費及び一般管理費合計

Ⅴ  営業外費用

営業損失
Ⅳ  営業外収益

受取利息 1
39

営業外収益合計
その他

支払利息 705
2,841その他

Ⅶ  特別損失

営業外費用合計
経常損失

Ⅵ  特別利益

固定資産除却損 2,738
特別損失合計
税引前当期純損失

法人税、住民税及び事業税
当期純損失

4



0 0 0 △ 5,289 △ 5,289 4,710

 0  0 21,000

  0  △ 10,272 △ 10,272 △ 10,272

0 0 0 0 △ 10,272 △ 10,272 10,727

0 0 0 0 △ 15,562 △ 15,562 15,437

自　 2023年07月01日
至　 2024年06月30日

有限責任パートナーズ綜合監査法人

当期変動額合計 21,000

当期純損失  

社員出資金増加 21,000

社員資本等変動計算書

10,727

△ 10,272

当期末残高 31,000 15,437

21,000

社 員 資 本

資本剰余金 利益剰余金

当期変動額

当期首残高 10,000 4,710

(単位：千円)

その他
利益

剰余金

利益
剰余金
合計

社員
資本
合計

純資産
合計資本金 資本

準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

5



Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．固定資産の減価償却の方法

（１）　有形固定資産
定率法（但し、1998年4月1日以降取得の建物及び2016年4月1日以降取得の構築物については、定
額法によっています。）
　なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物 15年～18年
工具器具備品 5年～15年

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、一括償却資産として３年
間で均等償却する方法によっています。

２．引当金の計上基準
（１）　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

（２）　賞与引当金
職員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当会計年度負担額を計上しています。

３．収益及び費用の計上基準
（１）　契約に基づく請求基準によっています。

Ⅱ．損益計算書に関する注記
１．業務収入の内訳

監査業務収入 478,104 千円
非監査業務収入 58,041 千円

Ⅲ．その他の注記
貸借対照表、損益計算書、社員資本等変動計算書及び注記表の作成にあたり、金額は千円未満を切り捨てて表示
しています。

注　記　表
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附属明細書
１．有形固定資産の明細

（単位：千円）

区分
資産の種

類
当期首
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

当期末
減価償却
累計額

当期
償却額

差引
当期末
残高

建物及び
構築物  1,387  10,814  1,387  10,814  489  524  10,324

工具器具
備品  7,366  9,311  4,905  11,772  2,995  2,296  8,777

建設仮勘
定 －  26,684  26,323  360 － －  360

一括償却
資産  9,107  2,263 －  6,062 －  5,308  6,062
計  17,861  49,073  32,616  29,010  3,484  8,128  25,525

２．引当金の明細
（単位：千円）

区分
目的使用 その他

貸倒引当金  157  0 －  157
賞与引当金  2,533  3,269  2,533 －

３．業務費用（販売費および一般管理費）の明細
（単位：千円）

科　　目 金　　額
従業員給与 105,579
役員報酬 137,550
通勤費 4,068
従業員賞与 10
賞与引当金繰入額 3,269
法定福利費 30,654
福利厚生費 594
採用教育費 14,431
水道光熱費 1,503
保険料 2,578
地代家賃 33,314
減価償却費 8,128
修繕費 2,320
荷造運賃発送費 62
租税公課 904
通信費 4,134
広告宣伝費 65
旅費・交通費 3,670
会議費 416
交際費 6,094
業務委託料 47,441
消耗品費 2,678
事務用品費 1,203
新聞図書費 205
電算機経費 6,651
諸会費 5,389
支払手数料 30,807
銀行・振込手数料 275
貸倒引当金繰入額 -292
　　販売費及び一般管理費合計 453,710

有形固定
資産

 0
 3,269

期首残高
当期増加

額
当期減少額

期末残高

7



決算報告書

第 10 期

自　 2022年07月01日

至　 2023年06月30日

有限責任パートナーズ綜合監査法人

東京都中央区日本橋2-2-21

日本橋二丁目ビル4階

1



預金
業務未収金
貯蔵品
未収入金
前払費用
未収収益
貸倒引当金

109,614

建物及び構築物
工具器具備品
一括償却資産
減価償却累計額

差入保証金
長期前払費用

28,911

138,525

2023年06月30日現在

貸借対照表

32,847

有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

資産の部
Ⅰ 流動資産

60,669

21
415

  1. 有形固定資産

47
15,904
△ 292

流動資産合計
Ⅱ 固定資産

1,387
7,366

  2. 無形固定資産

9,107
△ 1,898

有形固定資産合計 15,963

2,947

  3. 投資その他の資産
10,000

投資その他資産 12,947
固定資産合計

  Ⅲ 繰延資産
資産合計

2



未払金
関係会社未払金
未払法人税等
未払消費税
未払費用
預り金
賞与引当金

133,815

133,815

 資本金

 繰越利益剰余金

4,710

4,710
138,525

2023年06月30日現在

貸借対照表

145

有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

負債の部
Ⅰ 流動負債

10,408
104,417

Ⅱ 固定負債

9,383
3,095
3,831
2,533

流動負債合計

資本金合計 10,000

負債合計
純資産の部

Ⅰ社員資本
  1.資本金

10,000

  2.資本剰余金
   （1）資本準備金
  3.利益剰余金
   （1）利益準備金
   （2）その他利益剰余金

△ 5,289
利益剰余金合計 △ 5,289
株主資本合計

Ⅱ評価・換算差額等
純資産合計

負債純資産合計

3



374,221

61,746
312,474

328,164
△ 15,689

30

△ 15,659

157

△ 15,502
180

△ 15,682

損益計算書
自　 2022年07月01日

  　売上高合計

至　 2023年06月30日
有限責任パートナーズ綜合監査法人 (単位：　千円)

Ⅰ  売上高
売上高 374,221

Ⅱ  売上原価
外注委託費 61,135
旅費交通費 611

  　合計 61,746
　　売上原価
　　　売上総利益
Ⅲ  販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計

Ⅴ  営業外費用

　　営業利益
Ⅳ  営業外収益

受取利息 1
雑収入 28
営業外収益合計

Ⅶ  特別損失

　　経常利益
Ⅵ  特別利益

貸倒引当金戻入益 157
特別利益合計

税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税

　　当期純利益

4



0 0 0 10,392 10,392 10,462

 0  0 9,930

  0   0 0

  0  △ 15,682 △ 15,682 △ 15,682

0 0 0 0 △ 15,682 △ 15,682 △ 5,752

0 0 0 0 △ 5,289 △ 5,289 4,710

自　 2022年07月01日
至　 2023年06月30日

有限責任パートナーズ綜合監査法人

当期変動額合計 9,930

当期純利益  

社員出資金増加 9,930

社員資本変動計算書

△ 5,752

△ 15,682

当期末残高 10,000 4,710

社員出資金減少 0 0

9,930

社 員 資 本

資本剰余金 利益剰余金

当期変動額

当期首残高 70 10,462

(単位：千円)

その他
利益

剰余金

利益
剰余金
合計

社員
資本
合計

純資産
合計資本金 資本

準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金
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Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．固定資産の減価償却の方法

（１）　有形固定資産
定率法（但し、1998年4月1日以降取得の建物及び2016年4月1日以降取得の構築物については、定
額法によっています。）
　なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物 15年～18年
工具器具備品 5年～15年

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、一括償却資産として３年
間で均等償却する方法によっています。

２．引当金の計上基準
（１）　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

（２）　賞与引当金
職員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当会計年度負担額を計上しています。

３．収益及び費用の計上基準
（１）　契約に基づく請求基準によっています。

Ⅱ．損益計算書に関する注記
１．業務収入の内訳

監査業務収入 272,804 千円
非監査業務収入 101,416 千円

Ⅲ．その他の注記
貸借対照表、損益計算書、社員資本等変動計算書及び注記表の作成にあたり、金額は千円未満を切り捨てて表示
しています。

注　記　表
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附属明細書
１．有形固定資産の明細

（単位：千円）

区分
資産の種

類
当期首
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

当期末
減価償却
累計額

当期
償却額

差引
当期末
残高

建物及び
構築物 －  1,387 －  1,387  75  75  1,312

工具器具
備品  862  6,396 －  7,366  1,822  1,715  5,543

一括償却
資産 －  13,661 －  9,107 －  4,553  9,107

建設仮勘
定  3,333 －  3,333 － － － －
計  4,195  21,445  3,333  17,861  1,898  6,344  15,963

２．引当金の明細
（単位：千円）

目的使用 その他
 157  292 －  157
 730  2,533  730 －

３．業務費用（販売費および一般管理費）の明細
（単位：千円）

科　　目 金　　額
従業員給与 62,816
役員報酬 121,800
通勤費 2,467
賞与引当金繰入額 2,533
法定福利費 22,005
福利厚生費 348
採用教育費 16,430
水道光熱費 865
保険料 1,492
地代家賃 25,911
減価償却費 6,344
荷造運賃発送費 3
租税公課 436
通信費 2,493
広告宣伝費 786
旅費・交通費 4,099
会議費 252
交際費 7,704
業務委託料 36,099
消耗品費 911
事務用品費 976
新聞図書費 119
電算機経費 6,465
諸会費 4,028
支払手数料 326
銀行・振込手数料 153
貸倒引当金繰入額 292
　　販売費及び一般管理費合計 328,164

区分
期首残高

当期増加
額

当期減少額
期末残高

有形固定
資産

貸倒引当金
賞与引当金

 292
 2,533
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